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札幌中央労働基準監督署長
配管作業等における労働災害防止対策の徹底について（緊急要請）

　労働基準行政の推進につきましては、日頃よりご協力をいただき厚くお礼申し上げます。
　さて、平成３０年５月２９日に札幌中央署労働基準監督署管内で定山渓温泉のホテルの地下ポンプ室内において、ホテルの従業員１名、配管工事業者の作業員２名が温泉のお湯を汲み上げるポンプを交換するため配管工事業者の作業員が配管の接合部分をゆるめていたところ約６８度の熱湯が噴き出し、ポンプ室内の３名が全身又は部分的な火傷をして病院に搬送される労働災害が発生いたしました。
　なお、配管作業に係る労働災害の原因等につきましては現在調査中ですが、同種災害の防止対策について万全を期すため、下記事項について会員事業場へ周知いただきますよう特段のご配慮をお願いいたします。
記
１　配管作業等を実施する前に施設管理者及び工事業者の責任者と現場における配線、配管状況等を確認し、現場に応じた具体的な作業手順書を作成してから作業を開始すること。
２　工事業者の責任者は、作業従事者に対して配管作業等における安全な作業手順を説明し、リスクアセスメントを実施するとともに適切な安全教育及び保護具の使用、持ち込み機械の点検を実施すること。
３　上記の実施した内容について、施設管理者及び工事業者の責任者は適切な作業方法が実施されているか確認し、記録すること。
〇　お問い合わせ先　札幌中央労働基準監督署安全衛生課
　　　　電話　０１１－７３７－１１９２（安全衛生課直通）
